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概要 

 医学分野において，データを解析する際，サポートベクターマシーンやニューラルネットワ

ークなどの機械学習のモデルが多くのデータにおいて精度が高いことから，頻繁に用いられて

いる。一方で，モデルに予測精度と共に説明性が求められることが多いため，伝統的な回帰モ

デルの活用が好まれるケースも多く存在する。回帰モデルは，予測を立てる過程を確認できる

うえに例外的なデータを見分けることもできることが特徴である。また近年では，機械学習単

体または回帰モデル単体だけでなく，これらを組み合わせて解析することでさらに精度を高め

ることができると提唱されている。 

 このことから本研究は，進行がん患者の客観的データ（血液検査の結果やバイタルサインな

ど）を用いて，回帰モデルを基盤とした Fractional Polynomial model と機械学習（Random 

Forest）を組み合わせて生存時間解析を行い，患者の予後を予測することが目的である。 

 本抄読会では，Fractional Polynomial model の概要と，回帰モデルと機械学習を組み合わせて

解析を行った研究論文の情報共有および今後の研究方針を報告した。 
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